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例　　　　言
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（こうでん）遺跡，末（すえ）3号窯跡，野牛（のご）古墳の発掘調査及び鴨部・川田（か
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I．平成7年度調査の経緯と経過

高松市上天神町から大川郡津田町に至るまでの，国道11号バイパスは「高松東道路」と呼ば

れ，この道路建設に伴う埋蔵文化財発掘調査は地域的に2つに分かれる。1つは高松市上天神

町～前田東町間で，この区間については昭和63年度～平成5年度に現地での発掘を行い，平成

3年度から整理・報告に着手し，本年度に上天神遺跡の報告書を刊行し，事業は完了した。

もう1つの区間である木田郡三木町～大川郡津田町間については，県文化行政課は工事範囲

がほぼ定まった平成元年度に全域の分布調査と一部の試掘調査を実施し，周知の埋蔵文化財包

蔵地・試掘必要箇所を事業主体である建設省（四国地方建設局香川工事事務所）に示した。こ

の資料には三木町池戸の池上神社近辺の古墳の所在（西浦谷遺跡の一部）及び大川郡津田町神

野の野牛古墳の所在が記された。

平成2年度には大川郡志度町において鴨部・川田遺跡の南部・西部の5，000I正が調査され，

翌年度にも継続された。また，志度町において末3号窯跡の発掘も行なわれた。この発掘は窯

体部分のみで，物原・灰原は窯体東にある池の中に広がると予想されたため，この部分の発掘

が，工事施工に伴い本年度実施されたのである。

その後この区間の発掘は中断し，用地買収が進んだ平成6年度に，本書で報告する西浦谷遺

跡，幸田遺跡の試掘調査が県文化行政課によって実施された。西浦谷遺跡の試掘調査は平成6

年7月に行なわれ，弥生時代中期末頃の集落遺跡が展開していることが判明した。このため，

丘陵中腹から頂部にかけての12，672I正が調査対象とされた。幸田遺跡の試掘調査は平成6年6

月に行なわれ，縄文土器包含層や焼土面が検出されたため，1，600I正が調査対象とされた。

以上の経緯を経て，本年度は西浦谷遺跡，幸田遺跡，野牛古墳，末3号窯跡の4遺跡が発掘

調査されることになった。また，本年度の整理作業は鴨部・川田遺跡の平成2年度発掘部分を

対象に行なわれ，報告書は上天神遺跡，六条・上所遺跡を刊行した。

各遺跡の調査面積及び工程は表のとおりである。 （大山）

区

分
遺 跡 名

調 査 面 積

（記 ）

調　　 査　　 工　　 程

4 5 6 7 8 9 10 1 1 12 1 2 3

発

掘

西 浦 谷 遺 跡 1 0 ，4 0 0

幸 田 遺 跡 1 ，6 0 0

野 牛 古 墳 5 0 0

末 3 号 窯 跡 5 0 0

（合 計 ） 1 3 ，0 0 0

整

理

鴨 部 ・川 田

遺 跡 －

上 天 神 遺 跡 － 報 告 書 刊 行

六 条 ・上 所 遺 跡 － 報 告 書 刊 行

表1　平成7年度国道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査一覧表
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Ⅱ．整理業務の概要報告

鴨部・川田遺跡

鴨部・川田遺跡は大川郡志度町鴨部に位置している。高松東道路建設に伴い，平成2年度と

3年度に合計12，000I正の発掘調査を実施した。

遺跡は周囲を山で囲まれた鴨部川の作り出した沖積平野にあり，鴨部川の東側の堤防直下に

位置している。主に弥生時代前期後半～中期初頭の遺跡であり，他に古代の遺構面がある。鴨

部川の洪水砂が厚く堆積しており，弥生時代前期の遺構面は現地表面から1．5mほど下の標高

7．5m前後で，鴨部川の河床より低くなっている。

遺跡の中心となるのは弥生時代前期である。遺構としては竪穴住居・土坑・溝などを検出し

たが，なかでも特筆されるのは集落を囲む環濠である。平成2年度の調査ではその一部を，平

成3年度では全体を調査した。環濠の中からは彩しい量の土器・石器・木器が出土した。木器

では鍬の製作工程を示す一連の資料が出土しており注目される。また環濠の外でも竪穴住居を

数棟検出している。環濠に壊されている竪穴住居もあることから，弥生時代前期後半に集落が

成立し，前期末段階に環濠を掘削して環濠集落として機能したことが伺える。遺物は土器・石

器とも多量に出土した。時期的にも弥生時代前期末前後と時期幅も狭いことから，当該期の基

準資料になるものと考えられる。また，量的には少ないが鴨部川のすぐ東の調査区で溝や自然

河川から古代の遺物が出土している。なかでも自然河川から斎串が出土したことは注目される。

整理作業は平成2年度調査分を，平成7・8年度の2年間で実施することとなった。平成3

年度調査分は平成9年度以降に続けて整理する予定である。本年度の整理は遺物の復元・実測・

遺物観察表作成を中心に行なった。土器約2300点，石器約500点，木器35点を図化することが

出来た。さらに木器については樹種鑑定・保存処理を併せて実施した。遺構・遺物のレイアウ

ト，図版作成，遺物の写真撮影，原稿執筆も一部行なった。次年度に継続して行なう予定であ

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（森）

作 業 内 容 ／ 月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

注 記 ・接 合 ・復 元

遺 物 実 測

、血　　 ノ丁？首　 日旦く
退 物 等 フて撮 影 ■寡｝題■l■l■l■l
図版作成

遺物観察表作成

表2　鴨部・川田遺跡整理作業工程
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図1　調査区割図

図2　出土遺物1～7・10・11S＝1／41～7・g D区SHO58・13D区包含層15B区包含層
8・9・12～14　S＝1／310～12　C区SDOl（環濠）14C区SHO3
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Ⅱ．発掘業務の概要報告

1．西浦谷遺跡
（1）遺跡の立地と環境

西浦谷遺跡は，高松市・三木町境にほど近い丘陵上に位置し，三木町池戸1649－1他に所在

する。周辺の地形を巨視的に見ると，本遺跡北東の立石山（標高272．5m）から南に低い丘陵が

伸びているが，これが途中から西に方向を変えて芳岡山へと続く高まりとなる。本遺跡はこの

高まりのなかの丘陵にある。ただ，詳細に見ると本遺跡の西側は谷が入りこんでいる。この谷

を挟んだ西側の丘陵にはかつて，権八原古墳群が存在したが現在は香川医科大学が建設され面

影はない。また本遺跡の東側にも谷が入りこんでいる。立石山からは西へも尾根が伸びている

が，本遺跡との間には谷が入りこみ，ここに五分一池が築かれている。南東から南へは眺望が

開け，三木町の中心から遠く白山（標高203m）まで見渡せる。また，本遺跡のある丘陵の裾

部より西へはなだらかに下っていき，高松平野へ続く。そのため，本遺跡から高松市街地が一

望できる。　　　　　　　　　　　　　　　　し

本遺跡周辺の遺跡について，旧石器時代のものはほとんど見つかっていないが，久米池南遺

跡や前田東・中村遺跡で遺物が確認されている。

縄文時代については，本遺跡のすぐ西に広がる前田東・中村遺跡で旧河道より後期前半の土

器が多量に見つかっている。また，晩期の土坑・ピットが確認されており，周辺に集落が存在

した可能性がある。

弥生時代前期については，香川大学農学部構内より前期末の土器が出土している。

中期では周辺で多くの遺跡が見つかっている。前述の前田東・中村遺跡では中期の竪穴住居・

方形周溝墓などの遺構，製塩土器を含む多種の遺物が見つかっている。この遺跡では，後期に

ついても多くの遺構・遺物が確認されている。一方，久米池南遺跡でも中期後半の竪穴住居・

掘立柱建物・テラス状遺構・土墳墓等が確認されている。特にテラス状遺構については，本遺

跡において類似の遺構が確認されており，関連性が考えられる。また，多くの土器・石鉄・鉄

製工具のほか，土墳墓内より鉄剣が出土している。久米池遺跡群墓地地区では中期後半の壷棺・

嚢棺・箱式石棺墓・木棺墓が検出されている。本遺跡より南方においては，白山周辺に中期後

半の遺跡が確認されている。竪穴住居・箱式石棺等の遺構の他，西に伸びる尾根筋南斜面で袈

裟裡文銅鐸が出土している（白山1遺跡）。

弥生時代後期では，本遺跡北方の大空遺跡が県下の弥生時代後期前半の土器の指標となって

いる。また，本遺跡にほど近い権八原古墳群C地区では，尾根を幅広い溝で切断して作り出さ

れた墳丘墓が注目されている。組合せ箱式石棺を主体部とするこの古墳は，弥生時代終末～古

墳時代初頭のものと考えられる。なお，三木町内で平成6～7年度に調査を行なった鹿伏・中

所遺跡は弥生時代後期において，この地域の拠点的集落であったと考えられる。

古墳時代になると明確な集落跡は確認されていないが古墳は多く確認されている。前期につ

いては，高松茶臼山古墳が知られている。墳丘全長約75m・後円部径約37mの前方後円墳で2

基の竪穴式石室を持つ。1号石室は板状石の持ち送りの小口積みで，朱に染まった碧玉製鍬形

石・画文帯重列神獣鏡・各種玉類のほか鉄剣・鉄鉄等の鉄製品が出土している。2号石室は，
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自然礫を用いており，鉄製品が出土している。この古墳に関連しては，他に6基の埋葬施設が

確認されている。他にも，この古墳周辺には多くの古墳が存在している。また，池戸神社古墳

群の1号境は柄鏡式の前方後円墳で，前期末～中期初の可能性を持つ。

古墳時代中期では，権八原古墳群が知られている。16基の小円墳群でほとんどが周溝をもっ

ており，5世紀後半のものと考えられている。

後期については，本遺跡北方に久本古墳・山下古墳・小山古墳の3基の，いずれも横穴式石

室を持つ巨石境である。特に久本古墳は県下で唯一，玄室奥壁に作り付けの石棚を備える特異

な構造を持つ。この石棚の下からは，亀甲型陶棺が見つかり，さらに副葬品としてこれも県下

で唯一，承台付銅鏡が出土している。小山古墳は現在消滅している。

なお，本遺跡の位置する丘陵上には池戸西浦古墳，五分一池古墳群と称される古墳の存在が

従来から指摘されていたが，本畠跡の西浦谷1号境と同一のものかどうかは不明である。（吉

田）

（2）調査の概要

西浦谷遺跡では道路のセンター杭を基準とし，4調査区（I～Ⅳ区）に分けて調査を実施し

た。本遺跡は丘陵上に弥生時代後期の集落と古墳時代後期の古墳（西浦谷1号墳），土墳墓が

検出された。

弥生時代

竪穴住居跡

SHO2I区，丘陵部の東斜面で検出された竪穴住居である。斜面のため削平を受けており，

ー5－
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1　西浦谷遺跡

2　大空遺跡

3　小山・南谷遺跡

4　小山古墳

5　山下古墳

6　久本古墳

7　高松茶臼山東古墳

8　高松茶臼山南古墳

9　高松茶臼山古墳

10　高松茶臼山西古墳

11西茶臼山1号墳

12　西茶臼山2号墳

13　久米池南遺跡

15　諏訪神社古墳

16　前田東・中村遺跡

17　権八原古墳群

18　池戸八幡社裏古墳

19　池戸八幡社古墳群

20　香川大学農学部遺跡

14　久米山遺跡群久米山　21鹿伏・中所遺跡

墓地地区

図4　周辺遺跡分布図（1／35，000）

－6－

22　白山1遺跡

23　白山2遺跡

24　白山3遺跡



∴∴
・〕・

－　7～8　－



図6　SHO2　平・断面図（1／80）

0　　　　　　　　　　2m

L　　　　，　　　　：

志’転

謬＝
0　　　　　　　　　10cm
：　　，　　：

図7　SHO2　出土遺物（1／4）

東部では壁の立ち上りは検出できなかった。平面形は

隅丸方形で，南北5．4m，東西3．6m以上，残存する最

大の深さは0．4mを測る。西壁際には幅0．2mの壁溝を

巡らす。遺構内からは8個の柱穴と土坑が検出された。

土坑の平面形はややいびつな方形を呈し，深さ0．3～0．

4mを測る。土坑はSH02に伴うものかどうかは不明

である。SH02は火災を受けた焼失家屋で，炭化材が

少量出土した。炭化材は西壁際で検出されたことから，

壁材の一部の可能性も考えられる。出土遺物は弥生土

旦堕m器高杯の口緑部破片（1）など，小破片ばかりが少量

出土した。出土土器から，弥生時代後期のものである

と考えられる。（森下）

SHO4　Ⅱ区，丘陵の東斜面で検出された竪穴住居で

ある。斜面のため，西半分は残存するが，北半分は残

図8　SHO4　平・断面図（1／80）　存しない。平面形は隅丸方形で，南北3．6m，東西3．2m

以上を測る。壁際には壁溝が巡る。壁溝は一部二重に

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、、．

0　　　　　　　　　10cm

L＿　　　，　　　　：

図9　SHO4　出土遺物（1／4）

巡る部分があることから，住居の建て替えが行なわれ

たものと考えられる。床面からは柱穴が数個検出され

たが，周囲にも柱穴が検出されていることから，SH

O4以外の柱穴も含まれると考えられる。出土遺物は弥

生土器壷（2）など弥生土器片が少量出土した。出土土器

から，弥生時代後期のものであると考えられる。

－9－



1　黄灰色砂質土
0　　　　　　　　　　2m

l　　　　　，　　　　：

図10　SHO5　平・断面図（1／80）

SHO5　Ⅱ区，北に伸びる尾根上で検出された竪穴住居

である。斜面のため，南半分が残存するが，北半分の掘

り込みは残存しない。南半分から推定すると平面形は隅

丸方形で，東西5．0m，南北4．0m前後と推定される。南

西部の壁際に幅0．1～0．2mの壁溝が巡る。壁溝の中には

径0．1m，深さ0．3m前後の小穴が等間隔でみられる。遺

物は弥生土器小片が数点出土しただけで，詳細な時期は

不明である。（森下）

SHO6　Ⅳ区北端，丘陵のほぼ頂部で検出された竪穴住

写真3　SHO5（南東より）

三
＼

0　　　　　　　　　　2m

：　　．　　！

図11SHO6　平・断面図（1／80）

居である。南東部は斜面のため削平されているが，壁際を巡る小穴から，平面形はほぼ方形を

里し，2．5mX2．8mの規模を測るものと推定される。床面から柱穴は多数検出されたが，周囲

にも柱穴が検出されていることから，SHO6以外の柱穴も含まれていると考えられる。また，

北東部の壁際には土坑が検出されたが，SH06が掘られる以前のものであろう。遺物は弥生土

器小片が2点出土しただけである。詳細な時期は不明である。（森下）

SHO7　調査区のほぼ中央部，I・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ区すべてにまたがる竪穴住居である。東に伸び

る尾根上に位置する。竪穴住居の掘り込みは西半分は残存するが，東半分は残存しない。西半

分から推定すると，平面形は隅丸方形で，規模は一辺4．8mを測るものと考えられる。西壁際

には壁溝が巡る。床面には多数の柱穴が検出されているが，SH07の周囲からも多数の柱穴が

－10－



0　　　　　　　　　　2m
L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥　　　　：

図12　SHO7　平・断面図（1／80）

写真4　SHO7（西より）

〒≡≡讐　♂
，　　＼、、3

04
0　　　　　　　　　100m
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図13SHO7出土遺物（1／4）

図14　SH11平・断面図（1／80）

確認されていることから，SHO7以外の柱穴も含まれていると考えられる。出土遺物は弥生土

器壷のロ綾部破片（3），柱状片刃石斧（4）など少量の遺物が出土した。出土遺物は弥生時代

後期前半の様相を呈する。（森下）

SHll　Ⅳ区北端で検出された竪穴住居である。南斜面で検出されたため南部は削平を受けて

いるが，壁際を巡る小穴の存在から，平面形はほぼ円形を呈し，径2．6～2．8mを測るものと考

えられる。床面から柱穴は多数検出されたが，周囲にも柱穴が検出されていることから，SH

ll以外の柱穴も含まれていると考えられる。出土遺物はみられなかった。（森下）

SH14　Ⅳ区，南に伸びる尾根上の緩斜面で検出された竪穴住居である。平面形は円形で，本

遺跡の中では最大の竪穴住居で，径6ユ～6．8m，深さは0．1～0．6mを測る。竪穴住居の南部には

－11－



写真5　SH14　炭化材検出状況（北東より）　　写真6　SH14　焼土・炭化材検出状況（北より）

写真7　SH14焼土・炭化材検出状況（北より） 写真8　SH14完掘状況（北東より）
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写真9　SBOl付近（西より）
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図16　SBOl　平・断面図（1／80）
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図17　SBOl　出土遺物（1／4）



排水溝をもつ。東部の壁は畦状に地山が削りだされている。これは北が高く，南が低い斜面に

立地する竪穴住居内に雨水等が入りこまないように竪穴住居の外部を掘ったためのものであろ

う。排水溝は幅0．4m，深さ0．2mを測る。排水溝の東側，竪穴住居内の南端には東西1．0m，南

北1．0mの範囲で床面が0．1mほど高くなっている場所がみられる。雨水等の侵入を考えると南

部以外に出入り口をあけることは不可能であることから，南端の高まりは出入り口の通路では

ないかと考えられる。SH14は火災を受けた焼失家屋で，焼土・炭化材が多量に出土した。焼

土は壁際から埋土下部にかけて多量に堆積していた。竪穴住居の中央部には焼土の堆積はほと

んどみられなかった。焼土は軟質のものと硬質のものの2種類がみられる。硬質の焼土は径10

cm以下の塊となっており，竪穴住居の中央やや北西寄り付近から最も多量に出土した。炭化材

は竪穴住居壁際付近から出土し，特に北部から西部にかけて多量に残存していた。なお，焼土

は炭化材の下層にも少量堆積していたが，大部分の焼土は炭化材とほぼ同じ深さか，炭化材の

上層で検出された。また，南東部の壁は斜面のため削平を受けており，壁の深さは0．1mと残

りが悪いが，南東部以外の壁には厚さ1～2cmの焼土が貼りついており，焼土をはずすと，炭

化材が検出された。焼土は竪穴住居の中央部では堆積は少なかった。軟質の焼土はそのままの

形で取り上げて観察することは不可能であったが，固い焼土塊は取り上げて，観察すると線状

の痕跡がみられるものが数十個あった。大部分の焼土は炭化材と同レベルかそれより上で検出

されていることからも炭化材よりもあとで埋没したことは確かである。焼土塊に残る線状の痕

跡からも，何かの上にのせていた土が住居内に落下し，火災時に火を受け，焼土化したのであ

ろう。竪穴住居で土をのせていた可能性が考えられる場所には壁と屋根がある。壁際からも焼

土は堆積したが，壁際から2．5mも離れた住居の中央に近い部分からも焼土塊は多量に出土し

ていることなどから，壁に貼り付けていた土ではなく，屋根にのせていた土が落下したもので

あろうと考えられる。このことから，SH14の屋根には土が葺かれていたものと考えられる。

土葺き屋根は香川県内では三木町の鹿伏・中所遺跡でも確認されている。SH14の北部から西

部の壁には密接した状態で，炭化材が立って貼り付いていた。炭化材の断面を観察すると，断

面半月形の割木が多く，径5～8cmのものが多い。炭化材の出土状況から壁には割木が貼り巡

らされていたものと推定される。また，床面で検出された炭化材は竪穴住居の中心部に向かっ

て放射状に倒れた状態であった。炭化材には断面形が円形のもの，半円形のもの，長方形のも

のの3種類があるが，円形のものが最も多い。円形のもの，半円形のものは径7～8cmで，断

写真10　SIOl・02付近（南東より）
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写真11S102付近（東より）
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図18　SIOl・02　平・断面図（1／80）

面長方形の板状のものは幅8～15cmを

測る。炭化材の長さは0．1～0．5mを測

るが，本来の長さはこれ以上あったも

のと考えられる。炭化材が倒れた方向

から，屋根に架けられた垂木であると

考えられる。また，床面からは柱穴が

多数検出されたが，周囲からも多数の

柱穴が検出されていることから，SH

14以外の柱穴も含まれているものと考

えられる。壁際には壁溝が検出され，

壁溝の中からは小穴が多数検出された。

これは壁に貼り巡らされていた割木を

設置するために掘られたものであろう。

なお，炭化材は壁港内からは検出され

なかったが，これは壁港内の木は火災

を受けておらず，燃えていないので，

炭化材として遺存しなかったものと考

えられる。また，壁港内の土層の堆積

を観察すると土層の最上部には焼土・

炭化物を含むが，下部にはみられない

ので，火災時には壁溝は埋まっていた

ものと考えられる。したがって，壁溝

は壁に割木を設置するために掘られた

もので，割木設置後，埋め戻されたも

のと推定される。竪穴住居内からの出

土遺物は少なく，弥生土器片，サヌカ

イト製の石鉄，サヌカイト片が少量出

土した。出土土器から弥生時代後期の

ものと考えられる。

掘立柱建物

SBOl　Ⅱ区の南東部，丘陵の頂部で

検出された掘立柱建物である。1間

（2．1m）×2間（4．2m）の建物で，棟

方向はほぼ南北方向（N－20　－E）

を測る。柱穴の平面形はほぼ方形で，一辺0．7～1．2mを測る。柱穴は二段掘りになっており，

底面には小穴がある。小穴の径は0．2～0．5m，深さ0．1～0．3m，遺構検出面からの深さは0．7～1．

1mを測る。小穴は柱を据え付けるために掘られたものであることから，柱の直径は小穴の大
′

きさから考えると0．2～0．5mであったものと考えられる。柱穴の深さは本遺跡の中で最も深い

ことからも，かなり頑丈な構造の建物があったものと考えられる。遺物は柱穴から弥生土器壷・

嚢の口緑部破片など少量の遺物が出土した。弥生時代後期のものであろう。（森下）
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段状遺構

Sl01Ⅲ区東部，丘陵の南斜面で検出された段状遺構である。丘陵の斜面に平行に幅1．5～

2．0m，長さ13mに及ぶ平坦面がみられる。北側からの段の深さは0．5mを測る。SIOlの西部
丘

には北壁沿いに幅0．1m前後の溝が巡り，柱穴が多数検出されていることから，竪穴住居があっ

たものと考えられる。また，東部においても数個の柱穴と土坑が検出されているが，壁溝がみ

られないことから，この付近には竪穴住居は存在しなかったものと考えられる。おそらく，通

路や作業場所などの確保のため竪穴住居跡の横に平坦面を造成したのであろう。（森下）

土坑

SKOI I区，丘陵部の東斜面，SH02の南側で検出された。平面形は方形で，1．6mX1．4m，

深さ0．5mを測る。土坑の底面には隅と中央に6個の小穴がみられる。小穴の深さは0．1mであ

る。遺物は弥生土器の口緑部破片（6）が出土した。弥生時代後期のものであろう。（森下）

SKO2I区，丘陵部の東斜面，SH02の西側で検出された。平面形は隅丸方形で，1．5mX

1．1m，深さ0．4mを測る。土坑の底面には北隅に小穴がみられる。小穴の深さは0．2mである。

遺物は出土しなかった。（森下）

SKO3I区，丘陵部の東斜面，SH02の南西側で検出された。平面形はいびつな方形で，1．5

mx1．2m，深さ0．4mを測る。土坑の底面には隅に4個の小穴がみられる。小穴の深さは0．1～

0．4mである。土坑内の堆積土は灰黄色砂質土である。遺物は出土しなかった。（森下）

S KO8I区，丘陵部の東斜面で検出された土坑である。平面形はいびつな長円形で，1．3m

X1．0m，深さ1．0mを測る。土坑の底面中央には小穴がみられる。小穴の深さは0．3mである。

土坑内の堆積土は灰黄色砂質土である。遺物は出土しなかった。（森下）

図19　SKOl　平・断面図（1／40）
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図20　SKOl　出土遺物（1／4）
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1．淡灰色砂質混じり（ブロック状）
灰黄色砂質土

0　　　　　　　　　　1m
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図21SKO2　平・断面図（1／40）
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1．淡灰色砂質混じり（ブロック状）
灰黄色砂質土
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図22　SKO3　平・断面図（1／40）
1．黄灰色砂質土　　　　し＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿＿＿＿＿＿　」

図23　SK13　平・断面図．（1／40）

SKlO I区，丘陵部の東斜面で検出された土坑である。平面形は南に張り出しをもついびつ

な方形で，1．3mX1．2m，深さ0．4mを測る。土坑の底面中央には小穴がみられる。小穴の深さ

は0・4mである。土坑内の堆積土は灰黄色砂質土である。遺物は出土しなかった。（森下）

SK12I区，丘陵部の東斜面で検出された土坑である。平面形はいびつな長方形を里し，

1．7mX1．0mを測る。土坑の底面中央には小犬がみられる。小穴の深さは0．2mである。土坑内

の堆積土は灰黄色砂質土である。遺物は出土しなかった。（森下）

SK13I－1区南西寄り，東斜面の中腹で検出された。平面形は南北1．4m・東西1．2mの長

方形である。深さは，斜面の高い側になる西肩で1．2m，低い側の東肩で0．6mである。底部は

ほぼ水平で，南北0．6m・東西0．7mの長方形で，下部施設として径0．2m・深さ0．4mの円形の柱

穴を1個持つ。土坑内の堆積土は灰黄色砂質土である。遺物は出土しなかった。（吉田）

SK22　Ⅱ－2区の北端近く，頂上尾根から北西方向に下る尾根上で検出した。平面形は上部

写真12　SKO8（南より） 写真13　SKlO（西より）
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図24　SK19　平・断面図（1／40）

1　灰黄色砂質土

ヒ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　」

図26　SK23　平・断面図（1／40）
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図25　SK22　平・断面図

1　灰黄色砂質土

ヒ二二＝二二二二二二二］m

図27　SK24　平・断面図（1／40）



写真15　SK23（北より）

0　　　　　　　　　1

：　　．　　！

図28　SK25　平・断面図（1／40）

0　　　　　　　　　10cm

l L＿＿＿＿　　」

図30　SK50　出土遺物（1／4）
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写真16　SK24（西より）

黒色ブロック混じり（少量）褐灰色砂質土
黒色ブロック混じり（やや多量）褐灰色砂貿土
褐灰色砂質土

ク

黒色ブロック混じり褐灰色砂質土
黒色ブロック混じり褐灰色砂質土
褐灰色粘質土砂質土
暗灰褐色砂質土

1m

I　　　　　　　」

図29　SK30　平・断面図（1／40）

図31SK30　出土遺物（1／4）



写真17　SK50（南東より）

1．暗灰色砂質土混じり黄灰色砂質土
2．花崗岩ブロック混じり黄灰色砂質土
3．灰黄色砂質土　　0

117
1m　　2・花崗岩ブロック混じり明

＿」＿＿＿＿＿＿　」　　　　　　　灰色砂土

図32　SK50　平・断面図（1／40）　図33SK71平・断面図（1／40）

でいびつな多角形であるが，底部はほぼ円形の土坑である。上部径1．6m・底部径0．8mである

が，下1．0mはほぼ垂直な掘り方を持つ。深さは，南肩で2．0m，北肩で1．2mである。底部中央

は径0．4mの円形の高さ5cm程の盛り上がりがみられる。逆に壁沿いには幅0．2mの溝が巡る。

土坑内の堆積土は灰黄色砂質土である。遺物は特に見られず，作られた時期は特定できない。

（吉田）

SK23　Ⅱ－2区南東部，頂上尾根上であるがSK22のある尾根の起点にもあたる辺りで検出

された。平面形は円形で，上部径1．5m・底部径0．7m，深さは1．1mである。土坑底面には中央

に，径0．2m・深さ0．5mの柱穴が1個確認された。土坑内の堆積土は灰黄色砂質土である。遺

物は出土しなかった。（吉田）

SK24　Ⅱ－2区南東部寄り，頂上尾根上にあるSK23から北へやや下がった辺りで検出され

た。また，SK22と同一尾根上にあり，SK23と合わせ，1つの尾根に3つの土坑がほぼ一直

線上に存在する。形態・規模はSK23に近い。平面形はやや南北に長い楕円形で，長軸1．4m・

短軸1．0m，深さは1．0mである。土坑底部は長軸0．7m・短軸0．35mの長方形で中央に径0．4m，

深さ0．3mの円形の柱穴が1個ある。土坑内の堆積土は灰黄色砂質土である。遺物は見られな

い。（吉田）

SK30　Ⅱ区の南東部，北に伸びる尾根の北東斜面で検出された土坑である。平面形はほぼ円

形を呈し，径1．2～1．4m，深さ0．7mを測る。底面の南部には小穴がみられる。埋土には炭化物

が少量混じっており，埋土下部からは弥生土器壷（8），底部片（9）や体部片が少量出土した。

埋土に炭化物が混じっていることから貯蔵穴であると考えられる。遣物の時期から弥生時代後

期のものであると考えられる。（森下）

Ⅳ区の段状遺構（SIOl・02）付近で多くの土坑を検出した。これらの土坑は，いくつかの

種類に分けることができる。ここでは，代表的なものを例として挙げて分類したい。

S K50　Ⅳ区北斜面の2つの段状遺構（SIOl・02）の間にある。この北斜面は勾配が200　～

300　と急である。この土坑の平面形は等高線に垂直な方向に長軸を持つ長方形であるが，この

土坑を代表とする土坑群は基本的にこの形である。長軸1．6m・短軸1．2mで深さは北肩で0．7m，
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南肩で0．5mで，ほぼ垂直に掘ってある。傾斜を利用し，高い側を深く掘り，低い側を浅く掘

ることによって水平に近い底部を作り出している。底部には浅い落ち込みが1つある。土坑内

の堆積土は3層に分かれるが，いずれも灰黄色砂質土が基本となっている。掘削中に底部より

やや上で炭化物が混じった薄い層が確認された。遺物としては弥生土器高杯（7）が出土した。弥

生時代後期のものであろう。

SK50を代表例とする土坑群には他に，SK46・47・49・5ト52がある。特徴としては，平

面形態の他，断面形態，炭化物の含有が挙げられる。また，大きく分類すれば同じパターンに

入るが，SK43・44・45・53・67は，傾斜の低い側が地面のレベルになり段差がなくなってい

る。この点を除いては，SK50のグループと共通する。（吉田）

SK71Ⅳ区南斜面，SIOlと重複して検出された。SK71のほうが古い。平面形は，東西方

向の長軸が1．0m，短軸0．7mの長方形である。深さは傾斜の高い側の北肩で1．0m，南肩で0．8m

であり，四方ともほぼ垂直な壁を持つ。特徴の1つとして，平面プランのサイズに対して深さ

がある点が挙げられる。床面は水平で長軸0．9m・短軸0．7mの長方形である。土坑内の堆積土

は2層に分かれ，上層は灰黄色砂質土に小礫が混じったものであるが，下層はこの付近のベー

スの土となっている花崗岩に明灰色粘土を混ぜたもので，非常に硬くしまっていた。この下層

の堆積土もこのグループの特徴になっている。遺物は少量の弥生土器片のみで，詳しい時代の

確定はできない。（吉田）

SK71を代表例とするグループには他に，SK54・70が挙げられる。以上の3種類のパター

ンの他，断面形態・堆積土・底部施設の有無等でさらにいくつかのグループがあると思われる。

写真20　閉塞石検出状況（西より）
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図34　西浦谷1号墳（1／120）
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図35　西浦谷1号墳石室平・断面図（1／60）
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図36　西浦谷1号墳出土遺物（1／4）

了〒

が，ここでの分類は以上に留める。また，用途に関しても貯蔵穴・柱穴等が考えられる。（吉

田）

古墳時代

西浦谷1号墳

I区の北端で検出された円墳である。南西から北東に伸びる尾根上に位置する。径16．3m，

高さ2．2mを測る。古墳の南側，尾根に直交する方向に幅4．5m，最も深い場所で深さ0．9mの周

溝をもつ。調査前，古墳は昭和初期に掘られた排水路によって，東西に分断されており，排水

路から東側は果樹園として開墾されており，平坦地となっていた。そのため，排水路から東側

は古墳の墳丘は削平されており，墳丘は西半分が残っているにすぎなかった。主体部は横穴式

石室で，北西方向（N－800　－W）に開口している。主体部は後世の撹乱をかなりひどく受け

ており，玄室は奥壁，天井石は全く残っておらず，側壁が1石残っているに過ぎなかったが，

石の抜き取り痕から，玄室の規模が推定できた。羨道部でも天井石も全く残っておらず，側壁

の上部の石も持ち去られていた。羨道の先端には閉塞石が検出された。玄室には径0．1m，厚

さ2～3cmの扇平な石が敷かれていた。また，羨道部の先端には築造時の墓道が検出された。

石室は玄室の石が1石しか残っていないため，不明な点が多いが，両袖式石室である。玄門部

の袖石は内側に張り出し，床面に敷居石を置く。石室の長さは玄室3．0m，羨道部3．2m，玄室
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と＿　・　」　1．時灰色砂貨土混じり（ブロック）灰黄色砂質土

図37　STOl　平・断面図（1／40）
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図38　STOl　出土遺物（1／4）

の幅は石が残っていないため不明であるが，石の抜き取り痕から1．3m前後と推定される。ま

た，羨道部の幅は1．0mである。閉塞石の外側には須恵器提瓶仕功が出土した。羨道内からは須

恵器蓋仕㊥・提瓶価，鉄釘1本が出土した。玄室からは遺物は出土しなかった。なお，墳丘西側

からは須恵器の小破片が多量に出土した。これらは復元可能な遺物であった。石室内からはほ

とんど須恵器が出土しなかったことからも，石室内に置かれていた須恵器が後世に持ち出され，

一括して捨てられたものであろう。また，墳丘は黒色粘質土と黄色砂質土を交互に積んで築造
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写真23　西浦谷遺跡遠景l区（南西より）

写真24　西浦谷遺跡遠景　Ⅳ区（南より）
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しており，固く締まっていた。出土須恵器の年代から，1号境は6世紀後半に築造されたもの

と考えられる。（森下）

土墳墓

STOII－2区東寄りで検出した。頂上尾根から北東に向かって伸びた尾根があり，この尾

根の北東端に1号境がある。この尾根の北西の斜面にSTOlが見つかった。1号墳裾部からは

約10mほど離れている。平面形は長軸2．4m・短軸1．3m～1．4mの長方形で，深さは南肩で0．6m

であり，傾斜の低い側の北肩は0．1mほどである。堆積土は単一の暗灰色砂質土混じりの灰黄

色砂質土である。この遺構を埋葬遺構（土墳墓）と考える理由としてその出土遺物が挙げられ

る。須恵器の提瓶が1個（29），蓋杯5組（19～27），杯身1個（28）が南寄りのほうから出土

した。

注目すべきはその配置である。東端に提瓶を置き，そこから西へ2列に蓋杯を組み合わせて

配置している。北西のものは杯身のみである。この蓋杯と杯身の配置はちょうど六文銭状であ

る。こうした蓋杯など須恵器を用いた配置形態は近畿などで古墳にともなう埋葬儀礼として見

られる。須恵器は6世紀後半のもので，1号墳とほほ同時期のものである。

（3）まとめ

以上のように西浦谷遺跡では丘陵上の弥生時代後期前半の集落と古墳時代後期の土墳墓・古

墳（西浦谷1号墳）が検出された。弥生時代の遺構は丘陵部の頂上の平坦地と南部の斜面で検

出されており，主に丘陵部の南側に集落が営まれたことがうかがわれる。弥生時代の遺構は竪

穴住居18棟以上，掘立柱建物4棟，段状遺構3，土坑109基などが検出された。竪穴住居跡は

削平を受けたものが多く，柱穴の配置から竪穴住居を復元したものもある。また，南東斜面で

は段状遺構が3個検出されたが，同様の段状遺構は岡山県山陽町用木山遺跡などでも確認され

ている。竪穴住居は円形のものと隅丸方形のものがみられ，径または一辺3．0～5．0mのものが

多い。だが，南斜面の西部で検出されたSH14は径6．0～6．8mとずば抜けて大きい。なお，前

述のようにSH14は竪穴住居跡の構造がわかる良好な資料である。掘立柱建物は数棟検出され

た。その中でひときわ目をひくのがSBOlである。SBOlの柱穴の掘り方は大きく，柱穴も深

い。西浦谷遺跡の掘立柱建物の中でこのように大きな柱穴で構成された建物はSBOl以外には

ない。また，SBOlは丘陵のほぼ中央部，尾根の頂部に位置しており，西浦谷遺跡のどの位置

からも眺められる位置であったことから，集落内でも特別な用途の建物であったかもしれない。

南斜面では遺構密度が高いが，北斜面には遺構が少ない。北斜面では土坑が4基検出された。

これらの土坑は深さ1．2～1．9mと深く，竪穴住居から遠く離れた場所に検出されている。炭化

物もほとんど出土しておらず，多量の植物の堆積も考えられないことから，落し穴と考えられ

る。また，土坑の中でも南から東斜面で検出されたものは埋土下部に炭化物を含んでいるもの

が多い。底面には数個の浅い小穴を伴うものが多いなどの形態的特徴もみられる。これらの土

坑は竪穴住居，段状遺構の近くで検出されていることから，貯蔵穴であると考えられる。

以上のように竪穴住居，掘立柱建物，貯蔵穴などが検出され，居住域であることが確認され

たが，今のところ墓地と考えられる遺構は検出されていない。おそらく，付近にあると考えら

れるが居住域の中に墓地が混在することはなかったのであろう。

また，古墳時代に入ると西浦谷1号境とSTOlがみられる。両者はほぼ同時期のものである

ことから，関連した遺構であると考えられる。（森下）
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2．幸田遺跡
（1）立地と環境

幸田遺跡は，志度町の市街から長尾町へ向けて南へ1血ほどの地点の志度町志度字幸田4789

番地の1外に所在する。周辺は志度町の南に連なる低丘陵の雲附山と石鎚山の鞍部を分水嶺と

して，北に下る狭い谷である。この谷を下る水流は長い年月にわたって多くの土砂を運んだら

しく，谷には砂が厚く堆積している。現在も小さな川が流れているが，上流は幸田池によって

塞き止められ，川自体は護岸工事がなされているため，川の運ぶ土砂の量は低下していると思

われる。土地は扇状地性の土質に適した果樹園として利用され，谷に沿ってJR高徳線が走っ

ている。

一方，末3号窯跡は志度町の市街から寒川町へ向けて南東へ2kmほどの地点の志度町末1502

番地外に所在する。五瀬山から南志度ニュータウンにのびる尾根の鞍部を南に越えたところの

谷間に築かれており，谷は南に開ける。

1．幸田遺跡

2．末3号窯跡

3．末1号窯跡

4．末2号窯跡

5．茶臼山古墳
6．八丁地遺跡

7．越窓古墳

8．多和神社古墳
9．丸山古墳

10．中村窯跡

図39　幸田遺跡・未3号窯跡の位置と周辺の遺跡分布

ー28－



志度町は最近開発に伴う埋蔵文化財調査が多く行われているが，平地部での遺跡の確認は少

ない。その中では志度町から牟礼町へかけての海岸線沿いで幾つか古墳が確認されている。す

でにほとんどが消滅しており，築造時期が判明しているものはない。このような遺跡分布が疎

らな状況は勿論調査例が少ないことにもよるだろうが，多くは平地が狭いという地形的な制約

によって，農地の拡大・人口の増大・権力の発生といった発展をなしえなかったことに起因す

ると思われる。こういった視点に立つとき，同様に平地の狭い東隣の津田町で古墳時代前期か

ら中期前半にかけて前方後円墳を含む首長墓の展開がみられることはそれ以外の理由を考えさ

せるものであり，幾つかの論考で取り上げられているように非常に興味深いものがある。

さて，末における窯跡の分布は今回調査した以外に2基確認されている。1号窯跡は3号窯

跡の東南東600mの地点に存在する。1968年に調査され，谷筋の傾斜面で全長8．7m・幅2mの

窯本体とその下方で物原が確認された。遺物から操業年代は2・3号窯跡より幅が広く，ほぼ

7世紀代にわたると考えられている。2号窯跡は3号窯跡の西350mの地点に築かれていたら

しい。開墾の結果消滅してしまっており，須恵器片や窯壁片が散布しているのみである。

ところで末窯跡群は行政上は志度町だが，志度町をめぐる山の反対側の斜面に築かれており，

付近の道を下ってゆけば，南隣の長尾町にいたる。長尾町は遺跡分布が密な地域であり多くの

古墳やさらに古代寺院が展開している。前述したような志度町における遺跡分布と地形から考

えれば，末窯跡群を作った人々は南側の南海道沿いの平野部に存在した勢力と関係があったの

ではないだろうか。周辺で同時期の集落の調査があれば，このようなことを視野に入れた検討

も必要になってくるだろう。

参考文献　松本敏三・岩橋孝「香川県古代窯業遺跡分布調査報告Ⅱ」『瀬戸内海歴史民俗資

料館紀要Ⅱ』1985

（2）調査の概要

調査地は谷底にあり，標高は7m程であり，付近の県道より約3m低い。調査面積は1，600m2

で，便宜上①～③の3つの小区

にわけて調査を行った。

調査の結果，遺跡の東半分に

は灰褐色の粘質土が堆積した落

ち込みが検出された。この土の

中には細片のため断定はできな

いが，12世紀頃と思われる須恵

器が含まれていた。この落ち込

みの下には，さらに幅約7mの

落ち込みが存在した。この落ち

込みは砂や粘質土が水平に堆積

しており，ある時期の川であっ

た可能性がある。深さは平均で

1m，深いところでは1．2m以

上あったが，地下水の湧出のた

め調査しえなかった。この最深
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部では径60cmほどもあ

る大木が幹のまま横た

わっており，それを含

む層は数十cmの厚さの

砂で他にも木を多く含

んでいる。また縄文時

代後期の土器片もあっ

た。おそらく何かの理

由で上流から大水が一

気に流れ下り，大量の

砂や木をおし流してき

たことが推測される。

縄文土器は摩滅した細

片であるため，この川

の時期はそれ以後12世

紀までの間と考えられ

る。

遺構面となっている

土も遺跡内で一棟でな

く，砂や粘質土がみら

れる。この内淡褐色粘

質土の中には少量の炭

化物や縄文土器片が含

まれていた。これらも

状況からいって上流か

ら土砂と一緒に運ばれ

たものと考えられる。

川や包含層に縄文土

器が含まれていたこと

からこの谷の上流に縄

文時代後期の遺跡が存

在したことが推測でき

る。志度町ではこの時

期の集落は未確認なだ

けに，調査による検出

を期待したい。（古野）
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3．末3号窯跡
（1）調査の概要

末3号窯跡は平成3年度に窯本

体を含めた3，439m2の調査を行っ

ている。この際の調査については

平成3年度の概報で報告している。

SFOlは尾根の東斜面に築かれ，

最近の農道造成により大きく破壊

されていたものの，窯本体の燃焼

部・焼成部の一部及び煙道付近の

底部が残存していた。この結果S

FOlは全長5．5m以上・最大幅1．3

m以上の窯であったことが判明し

た。焼成部上に堆積した砂の重な

りから，最低3回の窯焚きが行わ

れたと推定した。須恵器片もわず

かに出土した。また，SFOl周辺

で溝や土坑・ピットを検出し，S

FOlに伴うものと考えている。

今年度の調査では前回水が溜まっ

ていたため調査不可能であった溜

め池部の調査を行った。これは前

回A～F区と調査区を細分してい

たことから，G区と命名した。農

道に相当するB区にSFOlの燃焼・

焼成部が残存し，その東A区は緩

斜面で果樹園として開墾されてい

た。G区はA区の更に東で，南北

50m・東西約11mの範囲内に果樹

園の東端を含み，溜め池の崖と岸

が主要な地形である。物原の検出

を予想して調査に入った。

最初に3箇所に東西方向のトレ

ンチを設定し，溜め池の堆積土の

図40　調査区割り図（1／800）

写真28　SFOl完掘状況

状況を確認した。調査地の東端で

深さ約1．2mになる。堆積土は青灰色で上面に近づく程砂を多く含み，下部はシルト状であっ

た。青灰色土上面に薄く堆積する細砂の中から須恵器が最も多く出土したがいずれも小片で，

青灰色土内からはやや大きめの破片が疎らに出土した。ただし青灰色土下部からでも近世土器
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1　淡黄土色粘質土
2　赤褐色粘質土
3　褐色粘質土
4　褐色粘質土
5　青灰色細砂
6　灰白色ガラス質土
7　日～淡褐色花崗岩
8　淡灰色柵砂
9　淡黄色細砂
10　淡灰色柵砂
11灰色細砂
12　淡黄～赤褐色粘質土

、q　／
ノ

／

′

／

／

l

＼

／

＼

／

叫＼L
I

l

／

′

‾一一一ナ一一一一＿＿＿＿＿＿袖
・、、　　　　　　　　　　　　　　　　／

・・・・・・・・、　　　　　　　　　　　　．一′

、一　一．・．・．・．．一一一一

シー‾‾一一一一一一＿＿竺J

などが出土しており，この堆積土中にSFOl当時に堆積したものは存在しないことが判明した。

平面的には須恵器の出土はSFOlの斜面下にあたる部分で最も多く，そこから北に向かって散

布がみられた。逆に南1／3の範囲ではほとんど出土しなかった。SFOlの斜面下に設定したト

レンチでも上記のような状況で，物原に相当するような集中的な出土は認められなかった。よっ

て物原は調査地内にはないと判断し，堆積土については須恵器の採集に主眼を置いた。溜め池

の崖部は花崗岩バイラン土の地盤が露出しており，浸食されているようであったが，後述する

ように遺構が良い状態で残っていたことから比較的旧状を留めている。A区に続く果樹園部は

果樹の株下に肥料穴が数列南北に掘り込まれているが，B区でSFOlの底が残っていることか

ら，これもSFOl当時から大きくは変化していないと思われる。
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図42　東部現地形測量図（1／250）

（2）遺構について

G区では溝・テラス状遺構・土坑を検出した。SDlOはG区東部で検出した。溜め池の崖に

あたる急斜面が終わり緩やかになった部分に，地形に沿い，ほぼ南北に掘られている。SFOl

より17m離れている。深さ80cm・幅60cm程を保ち溝底も角ぼっているため，見た目にも旧状を

よく保っていると判断できる。南と北では浅く，調査区外で程なく消えてしまうようである。

埋土は淡褐色の細砂質土で，雨水等により削られた土が斜面上から流れこんだような状況であ

り，自然埋没と判断している。中には須恵器が少量含まれており，埋土が溜め池堆積土とは異
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図43　東部遺構平面図（1／250）

なることや，須恵器以外を出土しないことからSFOlと同時期頃のものと考えている。SDlO

にはそれと直交の方向に数箇所切れ目が入れられている。溝底まで達し，斜面下へと延びてい

ることから排水を目的としたものと考えられる。とすればSDlOは南もしくは北への排水の溝

としては機能しないことになる。このことは溝底の標高がほぼ一定であることからも窺える。

SDlOの機能については次に記すSZOlとの関連で考えたい。

S ZOlはSDlOの斜面下側にSDlOに沿って設けられている。幅50cmの平坦面であることか

らテラス状遺構と名付けた。図43では綱目で塗っている。SDlOから下は急斜面が少しあり，
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40．0m

35．0m

B

図44　東部地形断面図（1／250）

A’

この部分にSZOlが設けられてい

ることは斜面の途中に立つことを

目的としているように思われる。

調査時にもこの平坦面を利用して

SDlOや溜め池堆積土の掘削を容

易に行い得た。従ってS ZOlは南

北への通路としての機能を持って

いると考えられる。SDlOとS Z

Olが平行していることは両者が同

時併存だったことを示し，SDlO

が排水溝でないとすればこれも一

種の通路であったと現状では考え

ておきたい。

SK08はSFOlの真東でSDlO

と重なって検出した。SDlO埋没

後に掘られたというよりは，埋没

する直前にSDlOに直交する切れ

込みのひとつを利用したような状

況である。厚さ10～20皿の範囲か

ら大量の窯壁片とそれに混じって

須恵器片が出土した。須恵器はS

FOlと同時期であり，他の時期の

土器片を出土しないことからSF

写真29　G区全景

十一一、＿二l＿＿ノ
0　　　　　　　　　10cm

】　　　　．

∴ユニJ

プ土製7
図45　出土土器実測図（1／4）
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01からの廃棄物がまとめて捨てられたものと判断している。

（3）出土遺物について

実測図を8点掲載した。3と6はSDlO出土で，他は表採や溜め池堆積土内からの出土であ

る。1・2は蓋である。3・4はこれに対応する杯身である。3は底がすぼみ，4は底の平坦

面が広く安定している。4のロ縁は外反りしている。5は椀の脚であろう。6の皿は口径34cm

と大きく，外側に沈線が2本めぐる。7は高杯の脚である。沈線が1本入る。8ははそうの胴

部である。底部は手持ちへラ削りを行っている。これら以外に壷・嚢の券種が存在する。以上

は蓋杯に古い形態のみられないことから，7世紀中ごろと考えられる。

（4）まとめ

2回にわたる調査により，窯本体のみでなく，周囲にそれと関連して作られた遺構も調査す

ることができた。その結果，ひとつの窯をめぐって60mの範囲に関連する遺構が広がることが

判明した。末窯跡群は1号窯跡が最も長期間にわたって操業されており，この窯跡群の中心と

なっている。また3号窯跡が操業さ

れた時期は3基とも操業が重なって

いる。これが須恵器の必要量を反映

したものだとすれば，さらに長尾平

野などの同時期の遺跡も探る必要が

ある。いずれにしても本報告ではそ

れら全体を視野に入れた考察を行わ

ねばならない。

遺物では須恵器ほか近世土器・窯

壁片などが28lコンテナ13箱分出土

した。前回の調査では須恵器はあま

り出土しなかったため，窯の操業期

間の幅を押さえにくかったが，今回

の調査でその部分の補足ができた。

結論を言うと，末3号窯跡の操業期

間は短い。出土した須恵器はみな実

測図に示したような時期のものであ

る。それ故に出土した須恵器の量は

少なかったのかもしれないし，また

物原はG区の更に東，溜め池の中央

部分に存在するよりはもともとそれ

を形成するに至らなかった可能性が

強いと考えている。（古野）

写真31G区濯木伐採後状況

写真32　未3号窯跡東部完掘状況
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4．野牛古墳
（1）立地と環境

野牛古墳は津田町神野667番地の4外に所在する。津田駅の1km南西に盛り上がる雨滝山（標

高253m）から北東に延びる尾根末端に立地しており，南東は石棺石材の産出地として知られ

る火山にさえぎられるが，東から北にかけては津田湾を一望する環境にある。その間平地部は

狭く，海岸線に沿って水田が営まれている。

こういう土地条件によるためか平地における集落等の生活関連遺跡・遺構の検出はほとんど

ない。ところが古墳時代前半のみ前方後円墳を含む古墳が多く点在しており，かつ首長墓の系

列がたどれることから香川県東部における主要な地域とみられている。この点についてはかつ

てから注目されており，これらの古墳の立地が海を見下ろす尾根の上であったり海際の小丘陵

であったりすることから，古墳の被葬者が瀬戸内海の海上交通に係わる者であり，後半の古墳

の急激な減少については3km程内陸部に四国最大の前方後円墳である富田茶臼山古墳が築かれ

ることと関連づけて考えられてい

る。今回調査した野牛古墳もこの

状況からはみ出すものでなく，従

来やや不分明であった首長の下に

位置する階層の埋葬形態をより明

らかにすることができたといえる。

なお野牛古墳の立地する雨滝山

は西に雨滝山（奥）古墳群が存在

し，また南にも小古墳群が点在す

る。中世には安富氏の山城として

知られ，遺構の残存状況も良い。
写真33　調査前の古墳（中央）と津田湾
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コ九一’

1°　l

／‘48　人

町

田

1　野牛古墳

2　北山山頂遺跡

3　銅剣出土地

4　吉見稲荷山古墳

5　吉見弁天山古墳

6　北羽立古墳

7　中峠古墳

8　宮奥古墳

9　龍王山古墳

10　岩崎山1号墳

11　ク　2号墳

12　　ク　3号墳

13　ク　4号墳

14　黒岩古墳

15　両滝城跡

16　泉聖天古墳

17　雨滝山麓遺跡

18　宮町東谷古墳群

19　柴谷古墳群

20　時友遺跡

22　薬師堂遺跡

23　赤山古墳

24　鵜の部山古墳

25　鵜の部山遺跡

26　けぼ山古墳

27　一つ山古墳
21県事務所敷地内遺跡28　岡の端遺跡

図46　野牛古墳の位置と周辺の遺跡分布
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（2）墳形と規模

調査前の現況は尾根末端の最高地点に野牛神社が築かれていた。神社の前に石棺が露出して

いたことから，少なくとも石棺を覆っていた土は削られてしまったことは明らかである。しか

し更に古墳として土がどの位の範囲まで盛られていたかについては不明であるといわざるをえ

ない。尾根に直交する方向で神社の周囲にトレンチを入れてみたが，墳丘盛り土の残存や外部

施設と思われるものは見つからず，また墳裾にあたるような傾斜変換点も存在しなかった。唯

一尾根の東側で神社から2．5mの範囲に厚さ60cmの土が堆積していたが，中に瓦などが入って

おり，巨大な白蟻の巣が形成されていたことから，この土は以前壊された神社の廃土であり，

建直しは白蟻が原因であろうと判断した。一方現在の神社の下にも神社を築くために10～50cm

ほど土が盛られている。後述するようにこの土の下から石棺の墓石と思われる板石が出たため，

この土についても神社基壇構築時のものと判断できる。ただしこれらの廃土や盛り土がどこか

らもたらされたかを考える必要はある。

石棺は蓋石が露出していたが，図49A断面に示すように棺の西側に厚さ40cmの盛り土が残さ

れていた。この土が古墳（石棺）築造過程のどの段階で盛られたものかもう一つわからないも

のの，通有どおり墳丘盛り土後に墓場が掘り下げられたものとすると墳丘盛り土の残存という

ことになり，最低40cmの墳丘盛り土が行われたことになる。かといって分厚い盛り土がなされ

たことも現状からいえば考えられない。上記の神社の廃土や盛り土が石棺西側の古墳（石棺）

築造時の土と似ていることから墳丘盛り土を削ったものとし，かつ副葬品が単なる石棺には不

釣り合いなものとしても，墳丘の盛り

土は全くなかったか或いは薄く盛られ

ていたと考えておきたい。また墳丘盛

り土があった場合の規模は，尾根の両

側は59mの等高線を境にその下は傾斜

がやや急になることからこの辺までに

墳裾が収まるものとすれば最大直径20

mまでになるであろう。地盤を整形し

て墳丘を作り出した可能性については

図48をみると石棺から山側へ向けて地

盤の標高が上がり，尾根を切断するこ

とによる墳丘の境がみられないことか

らなかったと判断している。

ここまでの分析は円墳であるとの前

提で行ってきた。他の墳形の可能性は，

津田湾周辺では前方後円墳か円墳しか

みられないことからその他を除外する

として，前方後円墳にもなりえないと

考えている。それは前方部の端部とな

る尾根の切断が上述のようにみられな

いこととくびれ部となる地形の変化が

認められないことによる。
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図47　現地形測量図（1／200）

（3）石棺について

石棺は尾根の頂部に築かれる。方位

はN220　Wを向いている。

調査前から露出しており，北から1

m程墓石が存在せず，また北側の端石

とそれに接する東側の側石が抜かれて

いた。開棺部は土で埋まっており，こ

の土を除去するためトレンチを入れた

ところ，北側で鏡の縁にあたった（図

49Cライン）。このため慎重に掘り下

げていったところ鏡1の他玉類が出土

した。これらの遺物は図49C断面にあ

るように埋土の中で床から5cm程浮い

た状態であった。埋土は周辺の土と同

10m
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図48　旧地形測量図（枠で囲んだ部分のみ旧地形露出。1／200）

写真40　鏡・玉類出土状況
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